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エボラ出血熱に関する対応について（情報提供） 

 

 平素より台東区の保健衛生事業にご協力をいただき誠にありがとうございます。 

 エボラ出血熱については、平成２６年３月以降、西アフリカの３か国（ギニア、リベリア

及びシオラレオネ）を中心に流行が続いており、今月８日までに、1,779 名の患者（疑い例

も含む。うち 961 名死亡）が報告されています。 

エボラ出血熱は、主として患者の体液等（血液、分泌物、吐物・排泄物）に触れることに

より感染する疾病であることから、一般の日本人旅行者に対する感染リスクは非常に低いと

考えられます。また、厚生労働省から事務連絡によると、現時点では国内において症例が確

認されていないことから、慎重な対応を行うため、症状のみでの疑似症の届出は不要とされ

ています。   

つきましては、下記の要件に該当する症例がありましたら、別紙の「エボラ出血熱疑い例

連絡票 ver.1」をもとに台東保健所まで情報提供（症例報告）をいただけますよう、貴院関係

職員への周知方よろしくお願いいたします。 

なお、情報提供をいただきました症例については、当該患者の検体に係るウイルスの確認

検査を実施する場合があります。 

 

 

記 

 

１ 情報提供いただく症例（報告要件）  

  次の２要件に該当する患者。ただし、他の感染症によること又は他の病因が明らかな場

合を除く。 

（１）３８度以上の発熱を呈し、以下のようなエボラ出血熱を疑う症状がある者 

  ・ 激しい頭痛、関節痛、筋肉痛、胸痛、腹痛、嘔吐、下痢、食思不振、脱力、原因不

明の出血など 

（２）発症前２１日以内に、以下のような疫学的リスクがある者（以下の３項目は例示） 

  ア エボラ出血熱患者（疑い患者を含む）の体液等（血液・体液や吐物・排泄物など）

との直接接触がある者 

  イ エボラ出血熱流行地域（＊１）への渡航歴や居住歴がある者 

  ウ エボラ出血熱発生地域（＊２）由来のコウモリ、霊長類等に直接手で接触するなど

の接触歴がある者 

 

（＊１）エボラ出血熱流行地域 

現在流行している地域は西アフリカのギニア、シエラレオネ、リベリア 

（＊２）エボラ出血熱発生地域 



   これまで発生の報告があるアフリカ地域は、上記（＊１）に加え、ウガンダ、スーダ

ン、ガボン、コートジボアール、コンゴ民主共和国、コンゴ共和国 

 

２  症例報告先等 

（１）上記１に該当する症例に関する報告先は、医療機関の所在地を管轄する保健所です（報

告に当たっては、別添の「エボラ出血熱疑い例連絡票 ver.１」をもとに患者の情報を整

理していただけますと、保健所との連絡が円滑になります。）。 

（２）夜間・休日に報告が必要となった場合には、東京都保健医療情報センター（ひまわり）

を通じ、保健所の感染症担当者まで御連絡ください。 

（医療機関専用 ０３－５２７２－０３２６） 

 

３ ウイルスの確認検査（行政検査） 

保健所へ情報提供をいただいた症例については、当該患者の検体に係るウイルスの確認

検査（行政検査）を実施する場合、検体確保の御協力をお願いすることがあります。 

検査は国立感染症研究所において実施します。検体は、保健所が国立感染症研究所に搬

入します。 

 

 

（問合せ先） 

 台東保健所保健予防課 

      感染症対策担当 

  電話 ０３－３８４７－９４７６ 

  ＦＡＸ ０３－３８４１－４３２５ 

 

 


